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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７６４人　（－７）

　女　１０，４９０人　（－２１）

総人口２０，２５４人　（－２８）

世帯数１６，９５０世帯（＋２）
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■
人
材
育
成
基
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と
し
て

　
五
戸
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
か
ら
20
万
円
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「
幻
の
四
戸
を
追
っ
て
」

天高く
  町民跳ねる秋

第40回五戸町民運動会
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◆主な内容◆◆主な内容◆

・第40回五戸町民運動会　　　　　　　　②

・韓国体験レポート　　　　　　　　　　③

・夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり　　④

・町議会　第６回定例会　　　　　　　　⑤

・高齢者の消費者トラブル防止　　　　　⑥

・五戸総合病院「病院まつり」開催　　　　⑦

・自衛官募集　　　　　　　　　　　　　　⑨

・乳幼児医療費給付制度の拡充　　　　　　⑩

・保育園入所児童募集　　　　　　　　　　⑪

・郷土探訪「幻の四戸を追って」　　　　　⑫

【
糠
部
は
ア
イ
ヌ
語
か
】

　
今
か
ら
千
二
百
年
前
、
日
本
海

側
は
「
出
羽
の
国
」
、
太
平
洋
側

を
「
陸
奥
の
国
」
と
呼
ん
で
い
た

ら
し
い
。

　
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
年
）
坂

上
田
村
麿
の
蝦
夷
平
定
。
こ
れ
に

よ
り
藤
原
一
族
が
平
泉
で
栄
え
た
。

　
し
か
し
、
昔
の
歴
史
は
中
央
の

支
配
者
や
権
力
者
、
地
主
、
地
頭

な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
出
来
て
い

る
の
が
多
い
。
吾
妻
鏡
の
「
文
治

五
年
（
一
一
八
九
年
）
九
月
三
日
」

の
項
の
中
に
藤
原
泰
衡
に
つ
い
て

糠
部
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
遠
く
見

渡
し
た
高
い
平
原
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
約
八
百
二
十
年
前
の
こ

と
で
、
鎌
倉
末
期
に
当
た
る
。
そ

れ
か
ら
間
も
な
く
鎌
倉
の
史
料
に

五
戸
郷
の
名
が
出
て
い
る
。

史
料
の
文
面
は

「
陸
奥
国
糠
部
五
戸
」
、
補
任
地

頭
代
職
事
。
左
衛
門
尉
、
平
盛
時
、

右
の
人
、
彼
職
た
る
先
例
を
守
り

知
行
せ
し
め
べ
き
の
状
、
く
だ
ん

の
如
し
。
も
っ
て
く
だ
す
。

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
年
）
十
二

月
五
日
」

　
知
行
状
と
は
辞
令
の
よ
う
な
も

の
で
、
北
条
時
頼
が
平
盛
時
に
与

え
た
。
し
か
し
、
盛
時
が
三
年
過

ぎ
て
も
五
戸
に
赴
任
し
な
か
っ
た

の
で
、
三
浦
大
介
高
継
が
宇
治
川

の
合
戦
で
手
柄
を
た
て
た
功
に
よ

り
赴
任
し
た
と
い
う
。

　
三
浦
高
継
は
一
国
の
城
主
だ
っ

た
の
で
、
代
理
赴
任
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
る
。

　
東
北
全
体
が
日
立
の
国
、
そ
の

後
、
み
ち
の
く
（
道
の
奥
）
む
つ
（
陸

奥
）
と
呼
び
、
白
河
の
関
所
が
で

き
て
か
ら
北
は
す
べ
て
陸
奥
ま
た

は
奥
州
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

南
部
公
が
治
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、

む
つ
の
国
を
五
つ
の
郡
に
分
け
た
。

　
階
上
郡
、
北
郡
、
九
戸
郡
、
鹿

角
津
軽
郡
で
あ
る
。
そ
の
後
、
階

上
郡
は
三
戸
郡
と
し
て
、
九
戸
郡

の
福
岡
、
一
戸
を
分
け
て
二
戸
郡

と
し
、
六
郡
に
な
っ
た
時
も
あ
る
。

　
糠
部
五
郡
史
は
三
戸
、
九
戸
、

北
郡
、
鹿
角
、
津
軽
と
呼
ん
で
い

る
が
、
本
に
よ
っ
て
多
少
変
わ

っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
防
衛
上
か
ら
領
分

を
九
つ
に
分
け
た
の
が
、
戸
の

始
ま
り
と
み
ら
れ
る
。

◇
南
門

一
戸
（
福
岡
代
官
所
の
あ
る

一
戸
）

二
戸
（
金
田
一
付
近
の
事
）

◇
西
門

三
戸
（
三
戸
地
方
）

四
戸
（
八
戸
領
分
の
名
久
井

を
四
戸
）

五
戸
（
五
戸
地
方
の
こ
と
で
五

戸
は
堰
袋
と
あ
る
）

◇
東
門

　
六
戸
（
相
坂
川
付
近
）

　
七
戸
（
代
官
所
の
あ
っ
た
所
）

◇
北
門

　
八
戸
の
領
地
、

九
戸
（
伊
保
内
＝
長
久
寺
村
の

こ
と
）

　
糠
部
は
一
戸
か
ら
九
戸
ま
で
に

村
が
あ
っ
て
、
お
城
を
作
っ
た
頃

は
そ
の
北
に
九
つ
の
柵
を
設
け
た
。

そ
こ
に
柵
の
戸
を
建
て
屯
田
兵
を

置
い
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
前
が

使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
柵
戸
は
開
拓
者
の
拠
点
を
意
味

し
た
も
の
で
、
自
分
た
ち
の
区
域

と
か
、
守
る
範
囲
の
事
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
木
戸
は
必
ず
し
も

独
立
集
落
で
は
な
く
、
集
合
場
所

（
集
会
所
）
と
考
え
て
い
る
。

　
糠
部
を
九
つ
の
戸
に
分
け
、
一

つ
の
戸
に
七
か
村
の
集
落
を
作
り
、

各
木
戸
に
は
牧
場
を
設
け
た
。
牧

場
に
は
地
頭
か
、
地
頭
を
補
佐
す

る
役
人
を
置
い
た
。
そ
し
て
そ
の

配
下
に
牧
場
士
を
置
き
、
水
田
か

ら
の
米
を
支
給
し
た
と
あ
る
。

　
四
戸
の
浅
水
説
に
つ
い
て
は
、

戦
後
に
三
人
の
郷
土
史
家
も
調
査

し
た
。
し
か
し
、
天
正
十
八
年
（
一

五
九
〇
年
）
七
月
、
秀
吉
の
国
内

統
一
に
よ
り
物
的
証
拠
が
無
い
た

め
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
幻
と

な
っ
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

天高く
  町民跳ねる秋

第40回五戸町民運動会

え
　
ぞあ

づ
ま
か
が
み

や
す
ひ
ら

ぬ
か
の
ぶ

ご
の
へ

ほ
に
ん

と
う
だ
い

じ

し
ょ
く
こ
と

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

た
い
ら
の
も
り
と
き

ご
と

か

づ
の

い

ぼ

な
い

浅水八幡宮
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▼

優
勝
し
た
上
市
川
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

▼

今
年
も
速
か
っ
た
切
谷
内
チ
ー
ム

▼

混
合
リ
レ
ー
。
勝
利
は
ど
ち
ら
？

▼

正
式
参
加
の
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
チ
ー
ム

弦の優しい音色を
奏でる千住さん

▼

玉
入
れ
競
技
。
大
空
高
く
舞
い
上
が
れ
！

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
児
童
た
ち

　
石
沢
小
学
校（
星
裕
喜
子
校
長
）

の
４
〜
６
年
生
児
童
29
人
が
10
月

３
日
、
学
校
田
の
稲
刈
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
下
、
長
靴
を
履
い
て

田
ん
ぼ
に
入
っ
た
児
童
た
ち
は
、

黄
金
色
に
実
っ
た
稲
の
成
長
ぶ
り

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
で
は
、
か
ま
を
手
に
し

た
児
童
が
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

や
農
家
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

一
株
ず
つ
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
も
ち
米
は
自
然
乾
燥

し
て
11
月
上
旬
に
脱
穀
。
１
月
下

旬
に
行
わ
れ
る「
三
世
代
交
流
会
」

の
も
ち
つ
き
で
地
域
の
人
た
ち
に

も
振
る
舞
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
秋
晴
れ
と
な
っ
た
９
月
28
日
、

第
40
回
五
戸
町
民
運
動
会
が
ひ
ば

り
野
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
町
内
13
チ
ー
ム
と
、
三
沢
基

地
海
軍
情
報
運
用
隊
チ
ー
ム
（
Ｎ

Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
参
加
し
た
選
手
た

ち
は
、
家
族
や
地
元
の
声
援
を
背

に
玉
入
れ
や
百
足
競
走
、
リ
レ
ー

な
ど
全
17
種
目
の
競
技
に
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

■
大
会
の
結
果

□
総
　
　
合

優
勝  

上
市
川
　
２
位  

切
谷
内

３
位  

上
大
町
　
４
位  

博
労
町

５
位  

新
　
町
　
６
位  

倉
　
石

７
位  

豊
間
内
　
８
位  

ひ
ば
り
野

９
位  

川
原
町
　
10
位  

浅
　
田

11
位  
下
大
町
　
12
位  

蛯
　
川

13
位  
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
　
14
位  

荒
　
町

□
ベ
ス
ト
リ
レ
ー

　
男
子
優
勝
　
上
市
川

　
女
子
優
勝
　
豊
間
内

□
年
齢
別
混
合
リ
レ
ー

　
優
　
　
勝
　
上
大
町

□
マ
ラ
ソ
ン
（
２
周
コ
ー
ス
）

　
男
子
優
勝
　
松
坂
　
大
地

　
女
子
優
勝
　
沢
田
　
桃
香

　
五
戸
高
校
（
佐
々
木
隆
校
長
）

は
こ
の
ほ
ど
町
立
公
民
館
で
、
創

立
80
周
年
を
記
念
し
、
世
界
的
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
千
住
真
理
子
さ

ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま

し
た
。

　
千
住
さ
ん
の
奏
で
る
情
感

豊
か
な
旋
律
が
、
生
徒
や
町

内
の
中
学
３
年
生
ら
約
６
０
０

人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
「
Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア
」
や
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア｣

、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
バ
イ
オ

リ
ン
ソ
ナ
タ
「
春
」
な
ど
多
彩
な

曲
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
演
奏

に
じ
っ
く
り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

第
40
回 

五
戸
町
民
運
動
会

第
40
回 

五
戸
町
民
運
動
会

上
市
川
チ
ー
ム
５
年
ぶ
り
総
合
優
勝

第
40
回 

五
戸
町
民
運
動
会

学
校
田
で

　
　 

稲
刈
り

学
校
田
で

　
　 

稲
刈
り

千
住
真
理
子
さ
ん

　
　 

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

五
戸
高
校
創
立
80
周
年
記
念
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①ソウルにある世界遺産の
景福宮。皆で記念写真�

②韓国中学生と一緒に

③アイスクリームを食べな
がらの会話

④韓国中学生とのお別れの
握手。再会を誓う�

⑤沃川特産のぶどうエキスを
使用した染物体験

⑥美しいピンク色のスカー
フが完成。記念に持ち帰
りました

⑦本場韓国の石焼ビビンバ

韓国で有名な詩人　鄭芝溶にちなんだ     
芝溶文学館にて（写真　左）

「沃川中学校との
交流を通して」

五戸中２年　福　山　千　陽

　私たちは大韓民国を訪問し、た
くさんのことを学んできました。
中でも一番心に残っているのは、
この派遣事業の中で最も大きな行
事である、沃川の中学生との交流
会です。
　言葉も違う、考え方も違うなど
と、不安だらけで迎えた交流会。
実際に交流してみると、今思えば
とても恥ずかしいのですが、やは
り 不 安 と 緊 張 で 、 私 は ず っ と 固
まってしまいました。
　そんな中、私に一生懸命に話し
かけてくれたのは、言葉はほとん
ど通じないはずの沃川の中学生で
した。いざ勇気をもって話してみ
ると、やはり英語や日本語の単語
では、自分の思いを十分に表現す
ることはできませんでした。
　でも、相手の気持ちは十分に伝
わり、私の言いたいことも何とか
伝わったと思います。その時は、
言葉が伝わらないのに気持ちが伝
わったことが、とても嬉しかった
です。そして他国の人とコミュニ
ケーションをとることができた経
験は、私にとって大きな自信にな
りました。
　交流会の時間は短かったものの、
短時間の中で多くのことを学ぶこ
とができました。交流会の前まで
は「日本人」と「韓国人」は、そ
れぞれ別々だという思いが強かっ
た私ですが、交流会後は、国境を
越えても日本と韓国は一つなんだ、

人類は一つなんだ、世界は一つ
なんだと考えられるようになり
ました。
　この貴重な経験を思い出とし
てだけではなく、学んだことを
仲間に伝え、自分自身でもいか
していきたいと思っています。

姉妹都市交流、韓国伝統文化体験、現地中学生との交流�

姉妹都市韓国「沃川郡」訪問

韓国体験レポート

シリーズ　№２

　町の海外派遣研修事業で五戸町の中学生１８
人が７月２８日から５日間の日程で五戸町と姉
妹都市を締結している韓国沃川（オクチョン）郡
を訪問しました。先月号から３回シリーズで
中学生のレポートを紹介しています。

１

２

５

３
４

６

７
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霊前に菊の花を供える遺族の皆さん

さわやかな松林コースでプレーする町民 好評だった五戸特産アピオスもちと鍋

み
た
ま

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
＆

倉
石
牛
肉
ま
つ
り

　
五
戸
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選

手
・
徳
武
定
祐
さ
ん
（
元
中
日
）

ら
６
人
の
講
師
陣
に
よ
る
少
年
野

球
教
室
が
10
月
５
日
、
ひ
ば
り
野

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
回
目
と
な
る
今
年
は
、
五
戸

町
と
新
郷
村
の
小
中
学
生
１
３
８

人
が
参
加
。
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
野
球
上
達
の
近
道
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
捕
球
や
投

球
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
熱
心

に
練
習
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
９
月
26
日
、
戦
争
で
尊

い
命
を
失
っ
た
町
出
身
者
７
０
０

余
柱
の
御
霊
を
悼
む
た
め
戦
没
者

追
悼
式
を
町
立
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
式
に
は
遺
族
ら
約
２
１
０

人
が
出
席
。
黙
と
う
に
続
き
、
三

浦
正
名
町
長
が
主
催
者
追
悼
の
こ

と
ば
を
、
来
賓
と
し
て
町
議
会
議

長
と
町
遺
族
会
会
長
が
追
悼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
出
席
者
は

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
霊
前
に

菊
の
花
を
供
え
、
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　
最
高
級
の
あ
お
も
り
倉
石
牛
を

気
軽
に
楽
し
め
る
「
夢
の
森
収
穫

感
謝
祭
＆
倉
石
牛
肉
ま
つ
り
」

が
、
小
渡
平
公
園
で
10
月
12
、
13

日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
朝
か
ら
秋
ら
し
い
青
空

が
広
が
り
、
メ
ー
ン
の
倉
石
牛
焼

肉
パ
ー
テ
ィ
ー
に
午
前
中
か
ら
大

勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
会

場
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
炭
火
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
で
、
家
族

連
れ
な
ど
が
思
い
思
い
に
最
高
級

の
霜
降
り
牛
肉
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
も
行
わ
れ
、
約
80

人
の
参
加
者
が
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
２
日

間
に
わ
た
り
倉
石
牛

の
精
肉
や
特
産
品
な

ど
の
販
売
も
行
わ

れ
、
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
延
べ

４
、０
０
０
人
余
り

が
来
場
。
秋
の
休
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

往
年
の
名
選
手
が
指
導

　
徳
武
定
祐
少
年
野
球
教
室

平
和
を
願
い　

戦
没
者
追
悼
式

平
和
を
願
い　

戦
没
者
追
悼
式

最
高
級
和
牛
味
わ
う

最
高
級
和
牛
味
わ
う
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市日で交通安全を呼び掛ける参加者

盛大に開催された五戸地区交通安全大会

表彰を受ける三浦会長㊨

　
こ
の
ほ
ど
町
交
通
安
全
母
の
会

（
北
千
代
子
会
長
）
は
、
倉
石
地

区
の
高
齢
者
の
い
る
約
１
５
０
世

帯
と
町
内
の
市
日
な
ど
を
回
り
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。 

　
訪
問
活
動
は
、
お
年
寄
り
の
交

通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う
と
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
母
の
会
の
三
浦
則
子
副
会
長
や

五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
倉
石
支

部
の
a
谷
正
規
支
部
長
ら
６
人
が

お
年
寄
り
宅
を
訪
問
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
反
射
材
を
手

渡
し
て
「
夕
方
・
夜
間
に
外
出
す

る
際
に
は
、
反
射
材
を
身
に
着
け

て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
」
な

ど
と
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
河
川
・
海
岸
の
環
境

整
備
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
を
県

が
表
彰
す
る
「
河
川
海
岸
環
境
美

化
活
動
等
表
彰
」
の
２
０
０
８
年

度
県
土
整
備
部
表
彰
に
「
五
戸
川

を
き
れ
い
に
す
る
会
（
三
浦
榮
一

会
長
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
平
成
10
年
11
月
に
設
立

し
て
以
来
、
五
戸
川
河
川
敷
の
清

掃
・
草
刈
り
作
業
を
し
た
り
、
水

質
や
生
物
調
査
を
小
学
生
に
呼
び

掛
け
る
な
ど
、
五
戸
川
の
自
然
を

残
す
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
三
浦
会
長
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
「
一
人
で
で
き

る
こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
応

援
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

事
故
防
止
の
認
識
新
た
に

五
戸
地
区
交
通
安
全
大
会

事
故
防
止
の
認
識
新
た
に

五
戸
地
区
交
通
安
全
大
会

事
故
防
止
の
認
識
新
た
に

五
戸
地
区
交
通
安
全
大
会

五
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

県
か
ら
表
彰

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
（
三

浦
俊
哉
会
長
）
で
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て

９
月
21
日
、
20
回
目
を
数
え
る
五

戸
地
区
交
通
安
全
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
「
交
通
安
全
運
動
の

強
力
な
推
進
」
に
つ
い
て
県
知
事
・

県
警
察
本
部
長･

県
交
通
安
全
協

会
長
の
連
名
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
三

浦
会
長
か
ら
三
浦
正
名
町
長
に
伝

達
さ
れ
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
式

典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

多
彩
な
ゲ
ス
ト
が
民
舞
踊
な
ど
を

披
露
。
約
６
０
０
人
の
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会
（
第
６
回
）
が
９
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、

７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
可
決

さ
れ
た
18
件
の
議
案
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
（
一
部
改
正
）

青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
給
付
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
４
歳
以
上
の
幼
児
（
４
歳
か
ら
小

学
校
就
学
前
）
の
通
院
に
つ
い
て
も
給
付
対
象
と
し
ま
し

た
。

▼
平
成
20
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
４
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
、９
９
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
89
億
３
、８
０
０
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
１
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
、５
６
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
２
億
６
、７
６
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
26
億
１
、７
７
７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、８
５
９
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
９
、８
７
９
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
病
院
事
業
会
計
（
第
１
号
補
正
）

収
益
的
収
入
25
億
９
、６
２
８
万
４
千
円
（
＋
１
億
９
、７

８
５
万
７
千
円
）、
収
益
的
支
出
30
億
３
、０
４
０
万
９
千

円
（
＋
３
、８
６
６
万
３
千
円
）、
資
本
的
収
入
１
億
８
、６

５
５
万
４
千
円
（
＋
６
６
１
万
７
千
円
）、
資
本
的
支
出
２

億
６
、４
９
８
万
１
千
円
（
＋
66
万
２
千
円
）
と
し
ま
し

た
。

▼
平
成
19
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

平
成
19
年
度
の
町
の
各
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会

　
高
齢
者
に

　
　
事
故
防
止
呼
び
掛
け
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気を付けよう

・ただより高いものはなし

・口先の優しい言葉にご用心

・行きはよいよい、帰りは怖い

・一人で決めずに話してみよう

・初めが肝心、断る勇気

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 高齢者の消費者トラブル高齢者の消費者トラブル高齢者の消費者トラブル18

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

悪質業者は高齢者を狙っています

　高齢者は「お金」「健康」「孤独」の３つの大きな不安を持っているといわれています。悪質業者は言葉
巧みにこれらの不安をあおり、親切にして信用させ、年金や貯蓄など大切な財産を狙っています。
　高齢者の消費者トラブルで消費生活センターに相談があった昨年度の件数は2,082件、県内の高齢者の
契約総額は7億円を超えています。中には一人で６千万円の被害に遭った方もいます。

①多　重　債　務・・・複数の貸金業者からお金を借りて、返済できなくなってしまった
②架空・不当請求・・・ハガキや電話で身に覚えのない請求が来て、支払いを迫られた
　　　　　　　　　　　（振り込め詐欺や還付金詐欺など）
③悪 質 訪 問 販 売・・・悪質業者が訪問し、言葉巧みに布団、消火器などの購入契約を
　　　　　　　　　　　させられた

消費生活センターに寄せられる消費者トラブルの相談・苦情ワースト３

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

貪
欲
の
人
に
な
れ
ず
や
石
に
な
り

子
供
等
と
親
も
ふ
ん
ば
る
部
活
動

〈
俳
句
〉

雨
来
る
前
薄
羽
カ
ゲ
ロ
ー
部
屋
の
中

秋
時
雨
日
ま
し
深
ま
り
身
の
重
き

〈
短
歌
〉

束
の
間
の
夏
も
過
ぎ
た
り
秋
日
和

庭
の
「
ガ
マ
ズ
ミ
」
赤
々
と
燃
ゆ

十
和
田
湖
を
数
年
ぶ
り
に
歩
き
見
ゆ

亡
父
と
娘
と
来
た
あ
の
日
懐
か
し

名
月
や
仰
ぎ
見
と
れ
ば
し
づ
し
づ
と

光
わ
た
ら
ぬ
里
も
な
き
ぞ
や

風
呂
終
え
て
使
い
し
タ
オ
ル
肩
に
か
け

は
な
歌
う
た
い
で
て
く
る
老
人

や
が
て
来
る
痴
呆
症
か
ら
逃
れ
よ
と

農
に
精
出
す
わ
れ
も
く
も
く
と

競
技
者
の
技
の
凄
さ
に
感
動
し

未
だ
感
涙
さ
め
や
ら
ぬ
日
々

晩
秋
に
ほ
の
ぼ
の
白
く
咲
き
初
め
し

夕
顔
い
く
つ
実
の
着
く
な
ら
ん

　

小
林
　
静
枝
　（
　
　
　
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
大
町
）　

ど
ん

う
す  

ば

し

ぐ

れ

ち

ち

子

お

す
ご

い
ま

ろ
う 

や

市
川
道

十
文
字

上
市
川

中
　
区

上
市
川

下
　
区

中
　
道

　
十
文
字

消費者トラブルの解決は、身近な人また
は専門機関に相談することが大切です。

一人で悩まず、まず身近な人に相談しましょう。

また高齢者と日常的に接している人が、変化

に気付き、相談機関につなぐことも重要に

なります。

（※消費者トラブルの相談機関）

青森県消費生活センター（八戸相談室）

TEL 27-3381（平日9：00～17：00まで）
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
11
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

138

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

金
子
　
直
征

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

木
谷
　
　
令

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）
毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●９月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,960
（13,833）
12,555

（12,435）
24,149

（24,857）
16,787

（14,904）

12,508
（12,537）
12,175

（12,349）

11,945
（11,722）

12,759
（13,491）

14,047
（14,135）

11,244
（11,941）

11,451
（11,921）
12, 20

（12, 41）
12,304

（12,401）
14,052

（15,524）
12,166

（12,135）

12,382
（12,299）
12,346

（12,139）
12,172

（12,096）
12,304

（12,457）

12,602
（12,505）
12,360

（12,050）
13,524

（13,687）
12,350

（12,070）

11,943
（11,739）
11,569

（12,646）
11,346

（11,500）
13,417

（13,510）

11,772
（12,655）
12,249

（12,416）
14,525

（14,456）
12,544

（12,592）

皮膚科
12,239

（12,209）
12,350

（12,070）
11,477

（11,344）
12,350

（12,070）

119,589
（1 9,417）
113,898

（114,427）
158,051

（161,090）
126,307

（125,261）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11732
（11719）

全国糖
尿病週間

　糖尿病に関する講演会
を開催します。入場無料
ですので、多数ご来場
ください。

日時　11月14日（金）
　　　17：15～18：30

場所　五戸総合病院
　　　１階講義室

演題　「糖尿病は一病息災か？」

講師　小川　吉司 先 生
　（青森県立中央病院）

１１月１０日～１６日 　五戸総合病院では、地域の皆様との連携を深めるため“病院まつり”
を開催します。職員一同、ご来院を心からお待ちしております。

講演会のお知らせ

�病院まつり�開催�病院まつり�開催�病院まつり�開催 11月６日（木）・７日（金）

１１月６日（木）・７日（金）
○健康相談コーナー（9：30～13：00）

“メタボリックシンドローム　増やそう知識　減らそう脂肪”
が今年のテーマです。
健康運動を行いますので、ぜひご参加ください。
低脂肪おやつの試食コーナーや血圧・体脂肪・腹囲などの
測定コーナーもあります。

○ホスカフェ　　 （11：00～13：00）
かけそば・ラーメン（一日100食限定）、
サンドイッチ・ケーキ等の販売と、コーヒー
の無料サービスを行います。
数に限りがありますので、お早めにどうぞ。

11月７日（金）
○院内コンサート

時間　16：00～17：00　　場所　中央待合ホール
※五戸小学校伝統芸能クラブによる太鼓演奏・少年神楽をお楽しみください。
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軽減後均等割額 12,100円→6,000円

総所得金額等から基礎控除額（３３万円）を差し引いた額が５８万円以下の方
（収入が公的年金のみの場合、年額２１１万円までの方）

世帯員（世帯主と被保険者）の総所得金額等が下記の基準を超えない世帯 均等割額の軽減割合

◆基礎控除額（３３万円） ７割→※８.５割

◆基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主を除く） ５割  軽減後均等割額 20,200円

◆基礎控除額（３３万円)＋３５万円×世帯の被保険者数 ２割  軽減後均等割額 32,400円

世帯の所得に応じて均等割額が７割軽減されていた方

所得割額が
５割 軽減

均等割額が
８．５割 軽減

　平成20年４月１日からスタートした後期高齢者医療制度は、これまでの老人保健制度に代わり始まった
制度です。75歳以上の人（65歳以上で一定の障がいのある人）は当制度に加入し、これまでの老人保健制度
と同様の医療給付を受けることができ、一人一人が後期高齢者医療制度の保険料を納めることになります。
　シリーズ第４回（７月号）では、後期高齢者の医療に掛かる費用が皆さんに納めていただく保険料で
どのように運用されているのかをご説明しました。
　今回は、政府決定により所得の低い人の保険料の負担が軽くなる軽減措置（特別対策）をご説明し、
また、被用者保険の被扶養者だった人の保険料の徴収開始などについてお知らせいたします。
　新しい制度を支える皆さんの保険料ですので、ご理解とご協力をお願いいたします。

●保険料の軽減が拡大されました
　保険料は、所得に応じた｢所得割額｣と被保険者全員が等しく負担する｢均等割額｣の合計となりますが、
所得の低い人は、世帯員（世帯主と被保険者）の所得に応じて保険料の｢均等割額｣が軽減されます。

※下記の要件に該当する所得の低い人の保険料の負担が政府決定（特別対策）によりさらに軽くなりました。

●被用者保険の被扶養者だった人の保険料の徴収が始まります
　平成２０年１０月から、これまで自分で保険料を納めていない被用者保険の被扶養者だった人も、
後期高齢者医療制度では被保険者となり保険料を納めることになります。

▼平成２０年４月　　　　　　　　　　   　▼平成２０年１０月　　　　平成２１年３月▼

●個別納付で保険料を納める際は納付書などを確認しましょう
　上記の軽減措置に該当する人で、納付書などで個別納付する人には保険料額変更後の新たな納付書を
送付しています。保険料額変更前の納付書などで納めた場合には、過誤納付により還付することとなりま
すので、保険料額が軽減された額となっているかご確認ください。

問い合わせ先　　役場住民課　国保班　　‡６２－２１１１　（内線１１５～１１７）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度シリーズ 第５回（長寿医療制度）

この期間の保険料
は徴収されません

１０月から保険料の
納付が始まります

年金から徴収される人（特別徴収）　⇒　年金から徴収

（下記参照）⇒

　　　　各自納める人（普通徴収）　⇒　納付書などで個別納付
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雇
用

自

衛

官

募

集

農
業

農
地
の
買
い
手
募
集

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
職
員
募
集

無
料
簡
易
土
壌
診
断
の
お
知
ら
せ

－新規開業、第二創業を考えている方へ－　【新規開業ローン】

－ほとんどの業種の方へ－　　　　　　【普通貸付】

－教育資金を検討している方へ－　　　【国の教育ローン】

年末資金・教育資金の申し込み・相談受付中

問い合わせ先　日本政策金融公庫八戸支店　℡２２－６２７４

第24回五戸町産業と文化まつり
第11回五戸地方農産物品評会

１１／１（土）・２（日）・３（月）
９：００～１６：００（３日は１５：００まで）

商工大バザール　縁日横丁　菊花・盆栽展

農産物販売（りんご・秋野菜）　つきたての餅即売

ふるさとの味コーナー　花き販売　

無料試食・試飲コーナー

農協女性部食堂

文化展　芸能発表会

小・中学校音楽会

幼・小・中児童生徒作品展

●産業まつり会場　五戸ドーム

●文化まつり会場　町立公民館

※期間中は両会場間を無料バス運行

融 資 額
返済期間
基準利率

運転資金 設備資金
７，２００万円以内

５年以内 １５年以内
年２．４５％～（８月１３日現在）

融 資 額
返済期間
基準利率

運転資金 設備資金
４，８００万円以内

５年以内 １０年以内
年２．４５％～（８月１３日現在）

対　　象

融 資 額

高校・短大・大学・専門学校などに入学・在学する方の
保護者で、世帯の年間収入が９９０万円（事業所得者に
ついては７７０万円）以内の方　  　※子どもの人数が３人の場合

生徒・学生１人につき２００万円以内
返済期間 １０年以内
利　　率 年２．６５％（８月１３日現在）
用　　途 入学時・在学中に必要な費用

情報ステーション

●
募
集
種
目

自
衛
隊
生
徒
（
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
）

●
受
験
資
格

17
歳
未
満
の
男
子
で
中
卒（
見

込
み
）者

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
11
月
１
日（
土
）か
ら

　
平
成
21
年
１
月
６
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
21
年
１
月
10
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

知
的
障
が
い
者
施
設
の
看
護
師

１
人

●
受
験
資
格

・
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
看
護
師
免
許
を

有
す
る
（
平
成
21
年
６
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
含
む
）
者

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
11
月
13
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
２
日（
火
）ま
で

●
試
験
の
期
日
、
場
所
、
試
験
科
目

・
期
日
　
平
成
20
年
12
月
11
日（
木
）

・
場
所
　
三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

・
試
験
科
目
　
論
文
、
面
接

●
申
込
用
紙
請
求
先

組
合
事
務
局
に
て
配
布
。
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
に
は
、
返
信

先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
も
の
）を
同
封
し
、

郵
便
用
封
筒
に
「
職
員
募
集
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
の
上
、
組

合
事
務
局
へ
請
求
（
11
月
20
日

必
着
分
ま
で
受
付
）。

●
問
い
合
わ
せ
先

三
戸
郡
五
戸
町
大
字
倉
石
中
市

字
小
渡
88 

│ 

２

　
三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
事
務
局

　
℡
77 

│ 

３
３
１
１

・
大
字
切
谷
内
字
蟹
沢
８ 

│ 

１

　
　
　
　
　
田
　
２
、９
２
２
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
11
月
21
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

●
対
象
者
　
町
内
の
農
家

●
診
断
料
金
　
無
料

●
土
壌
提
出
先

　
役
場
農
林
課（
倉
石
分
庁
舎
）、

住
民
課
窓
口（
本
庁
舎
）、
浅
田

支
所
、
川
内
支
所

※
し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合

お
よ
び
八
戸
広
域
農
業
協
同
組

合
の
組
合
員
で
販
売
を
目
的
と

し
た
農
家
に
つ
い
て
は
、
同
農

協
で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

●
土
壌
提
出
方
法

・
耕
土
の
５
〜
10
㎝
付
近
の
深
さ

か
ら
１
０
０
グ
ラ
ム
程
度
採
取

・
乾
燥
し
な
い
よ
う
ポ
リ
袋
に
密
封

・
ポ
リ
袋
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
ほ
場
の
地
名
・
地
番
、
作
物

名
を
油
性
ペ
ン
で
記
入
し
て
提
出

●
診
断
項
目

ｐＨ
（
石
灰
）、
硝
酸
態
チ
ッ
ソ
、

水
溶
性
リ
ン
酸
、
水
溶
性
カ
リ

の
４
項
目
の
み

●
分
析
結
果

約
２
週
間
後
、
提
出
し
た
窓
口
で

分
析
表
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
１
６
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女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

平
成
20
年
分
年
末
調
整
説
明
会

平
成
20
年
住
生
活
総
合
調
査

税
金

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
の
開
設

健
康

お

知
ら
せ

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す

10
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費

給
付
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

育
児

町図書館休館のお知らせ

　蔵書点検のため
11月25日（火）から
12月１日（月）まで
を 特 別 休 館 日 と
します。
●問い合わせ先
　町図書館
　℡61－1040

情報ステーション

●
対
象

八
戸
税
務
署
管
内
市
町
村
の
源

泉
徴
収
義
務
者
（
青
色
個
人
事

業
者
を
除
く
）

●
日
程

・
11
月
17
日（
月
）①
午
前
10
時
〜

　
②
午
後
２
時
〜
八
戸
市
公
民
館

・
11
月
18
日（
火
）午
前
10
時
〜

　
八
戸
市
公
民
館

・
11
月
21
日（
金
）午
後
２
時
〜

　
町
立
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
税
務
署
℡
43 

│ 

０
１
４
１

●
対
象
者

・
接
種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上

の
方

・
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
な
ど
に

障
が
い
を
有
す
る
方
（
障
が
い

者
手
帳
提
示
）

※
接
種
は
自
ら
の
意
思
で
希
望
す

る
場
合
に
限
り
行
い
ま
す
（
個

人
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
）。

●
場
所

　
五
戸
総
合
病
院
℡
61 

│ 

１
２
０
０

　
田

中

医

院
℡
61 

│ 

１
１
５
５

　
山
崎
内
科
医
院
℡
62 

│ 

５
８
２
８

　
松

尾

医

院
℡
62 

│ 

３
５
６
７

●
期
間

　
平
成
20
年
12
月
15
日（
月
）ま
で

※
た
だ
し
、
五
戸
総
合
病
院
で
の

接
種
は
11
月
10
日
〜
14
日
ま
で

と
12
月
８
日
〜
９
日
の
み

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

●
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

●
内
容

土
地
・
建
物
の
登
記
、
遺
産
相

続
、
戸
籍
の
取
り
扱
い
、
借
地
・

借
家
、
国
際
結
婚
、
遺
言
な
ど

●
相
談
担
当
者

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
℡
24 

│ 

３
３
４
６

●
日
時
　
11
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
相
談
員
　
町
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
℡
24 

│ 

３
３
４
６

　
国
土
交
通
省
で
は
、
県
・
町
の

協
力
の
も
と
に
「
平
成
20
年
住
生

活
総
合
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
皆
さ
ん

に
住
生
活
に
関
す
る
意
識
や
意
向

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
政
策

を
行
う
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る

も
の
で
す
。

　
11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

の
間
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
４
８

　
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る

こ
と
は
虐
待
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
に
、

虐
待
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
身
体
的
虐
待
　
体
に
傷
を
負
わ

せ
た
り
、
傷
を
負
わ
せ
る
恐
れ

の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

▽
心
理
的
虐
待
　
子
ど
も
を
傷
つ

け
る
言
葉
、
無
視
な
ど
子
ど
も

の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

▽
性
的
虐
待
　
性
的
な
い
た
ず
ら
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
子
ど
も
に

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

▽
養
育
拒
否
・
怠
慢
　
保
護
者
と

し
て
の
監
督
を
著
し
く
怠
る
こ

と
（
食
事
を
与
え
な
い
、
長
時

間
の
放
置
な
ど
）

　
も
し
、「
虐
待
か
な
？
」
と
感

じ
た
ら
、
役
場
・
児
童
相
談
所
・

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
４

・
八
戸
児
童
相
談
所

　
℡
27 
│ 

２
２
７
１

　
以
前
の
給
付
制
度
で
は
、
４
歳

か
ら
６
歳
（
小
学
校
就
学
前
）
ま

で
の
幼
児
に
つ
い
て
、
入
院
治
療

費
（
１
日
に
つ
き
５
０
０
円
を
控

除
し
た
額
）
の
み
を
給
付
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
10

月
１
日
診
療
分
か
ら
通
院
治
療
費

も
給
付
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
通
院
１
か
月
に
つ
き

１
、５
０
０
円
を
超
え
る
自
己

負
担
分
を
給
付
。

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に

は
受
給
資
格
証
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
交
付
（
更
新
）
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
護
者
の
所
得
に
よ
っ

て
は
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８（
直
通
）
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家 庭 外 労 働

家 庭 内 労 働

母 親 の 出 産
保護者の病気・障がい等

病人・高齢者の介護等

災 害 等 復 旧
そ の 他

保護者が家庭の外で仕事をしている場合　【１日４時間以上、週４日程度以上】

同居家族が家庭内での日常の家事以外の仕事をしている場合
【１日４時間以上、週４日程度以上】（自営、自営手伝い、内職など）
出産の前後の場合　【産前２か月、産後３か月】
保護者が病気療養中の場合や、障がいにより保育困難である場合
長期にわたり疾病の状態にある、または精神・身体に障がいがある同居の親族
がいて、いつもその看護や介護にあたっている場合
災害、風水害、地震などにより被害を受け、その復旧の間
求職活動期間　【３か月】（就職に必要な資格取得のための受講など）

申込理由

お勤め（内職含む）

自営業・農業

疾病・障がい

病人・高齢者等の
介護

就労（予定）証明書

意見書
（民生委員からの証明が必要です）

医師の診断書、障がい者手帳の写し、
障がい者基礎年金証書の写しなど

医師の診断書、障がい者手帳の写し、
介護保険証の写しなど

雇用期間が平成21年４月以降の証明書
をご提出ください。契約更新などで当
日準備できない場合は、申込時にその
旨を申告してください。契約更新後に
提出していただきます。

就　労
のため

疾病等
のため

必要書類 注意事項 該当者

父・母

7 0 歳
未満の
同 居
祖父母

受 付 期 間

時 間

場 所

必 要 書 類

申込書等の
配 布 場 所

４月新規入所・町外保育園継続入所 町内保育園継続入所
平成２０年１２月１日（月）～１２月５日（金） 平成２０年１２月８日（月）～１２月１０日（水）

  8：１５　　　～　　　１７：００
※ただし、当日１６：００までに電話で予約した方に限り１８：３０まで受け付けします。

役場福祉課 役場　２階会議室

①保育所入所申込書 ①家庭内で保育ができないことを証明する書類
②家庭内で保育ができないことを証明する書類 （具体的には表Ａをご覧ください）
（具体的には表Ａをご覧ください）
役場福祉課・各支所 役場福祉課・各支所、町内各保育園

町ホームページからもダウンロードできます。
平成20年11月４日（火）配布開始日

子
育
て
メ
イ
ト
冬
の
親
子

ク
ラ
ブ
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

情報ステーション

●
日
　
時

　
平
成
20
年
12
月
５
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

●
対
　
象

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者（
祖
父
母
の
方
も
大
歓
迎
）

●
参
加
費

　
１
人
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

●
申
し
込
み
方
法

11
月
26
日（
水
）ま
で
に
各
地
区

の
子
育
て
メ
イ
ト
か
役
場
福
祉

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

●こんなとき保育園へ入所できます

※保護者だけでなく、７０歳未満の同居親族が上記理由により日中家庭内で保育ができないことが入所要件となります。よって、
　小学校入学準備のため、集団生活を体験させるため、あるいは、下の子どもの保育に手がかかるためということでは対象になりません。

●募集保育園（定員）
　川内保育園（60人）　倉石保育園（80人）　ひばり保育園（60人）　みゆき保育園（90人）　めぐみ保育園（60人）

●申込方法
　次のとおり受付します。（継続入所希望の方は就労状況等の確認を行います）

〈表Ａ〉　家庭内で保育ができないことを証明する書類

平成２１年度保育園入所児童募集

問い合わせ先　役場福祉課　℡６２－２１１１（内線２５３）　担当：小渡
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７６４人　（－７）

　女　１０，４９０人　（－２１）

総人口２０，２５４人　（－２８）

世帯数１６，９５０世帯（＋２）

平成20年10月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

浅水集落入口

国道４号線から見た浅水集落

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
か
ら
20
万
円

№165

「
幻
の
四
戸
を
追
っ
て
」

【
糠
部
は
ア
イ
ヌ
語
か
】

　
今
か
ら
千
二
百
年
前
、
日
本
海

側
は
「
出
羽
の
国
」
、
太
平
洋
側

を
「
陸
奥
の
国
」
と
呼
ん
で
い
た

ら
し
い
。

　
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
年
）
坂

上
田
村
麿
の
蝦
夷
平
定
。
こ
れ
に

よ
り
藤
原
一
族
が
平
泉
で
栄
え
た
。

　
し
か
し
、
昔
の
歴
史
は
中
央
の

支
配
者
や
権
力
者
、
地
主
、
地
頭

な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
出
来
て
い

る
の
が
多
い
。
吾
妻
鏡
の
「
文
治

五
年
（
一
一
八
九
年
）
九
月
三
日
」

の
項
の
中
に
藤
原
泰
衡
に
つ
い
て

糠
部
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
遠
く
見

渡
し
た
高
い
平
原
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
約
八
百
二
十
年
前
の
こ

と
で
、
鎌
倉
末
期
に
当
た
る
。
そ

れ
か
ら
間
も
な
く
鎌
倉
の
史
料
に

五
戸
郷
の
名
が
出
て
い
る
。

史
料
の
文
面
は

「
陸
奥
国
糠
部
五
戸
」
、
補
任
地

頭
代
職
事
。
左
衛
門
尉
、
平
盛
時
、

右
の
人
、
彼
職
た
る
先
例
を
守
り

知
行
せ
し
め
べ
き
の
状
、
く
だ
ん

の
如
し
。
も
っ
て
く
だ
す
。

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
年
）
十
二

月
五
日
」

　
知
行
状
と
は
辞
令
の
よ
う
な
も

の
で
、
北
条
時
頼
が
平
盛
時
に
与

え
た
。
し
か
し
、
盛
時
が
三
年
過

ぎ
て
も
五
戸
に
赴
任
し
な
か
っ
た

の
で
、
三
浦
大
介
高
継
が
宇
治
川

の
合
戦
で
手
柄
を
た
て
た
功
に
よ

り
赴
任
し
た
と
い
う
。

　
三
浦
高
継
は
一
国
の
城
主
だ
っ

た
の
で
、
代
理
赴
任
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
る
。

　
東
北
全
体
が
日
立
の
国
、
そ
の

後
、
み
ち
の
く
（
道
の
奥
）
む
つ
（
陸

奥
）
と
呼
び
、
白
河
の
関
所
が
で

き
て
か
ら
北
は
す
べ
て
陸
奥
ま
た

は
奥
州
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

南
部
公
が
治
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、

む
つ
の
国
を
五
つ
の
郡
に
分
け
た
。

　
階
上
郡
、
北
郡
、
九
戸
郡
、
鹿

角
津
軽
郡
で
あ
る
。
そ
の
後
、
階

上
郡
は
三
戸
郡
と
し
て
、
九
戸
郡

の
福
岡
、
一
戸
を
分
け
て
二
戸
郡

と
し
、
六
郡
に
な
っ
た
時
も
あ
る
。

　
糠
部
五
郡
史
は
三
戸
、
九
戸
、

北
郡
、
鹿
角
、
津
軽
と
呼
ん
で
い

る
が
、
本
に
よ
っ
て
多
少
変
わ

っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
防
衛
上
か
ら
領
分

を
九
つ
に
分
け
た
の
が
、
戸
の

始
ま
り
と
み
ら
れ
る
。

◇
南
門

一
戸
（
福
岡
代
官
所
の
あ
る

一
戸
）

二
戸
（
金
田
一
付
近
の
事
）

◇
西
門

三
戸
（
三
戸
地
方
）

四
戸
（
八
戸
領
分
の
名
久
井

を
四
戸
）

五
戸
（
五
戸
地
方
の
こ
と
で
五

戸
は
堰
袋
と
あ
る
）

◇
東
門

　
六
戸
（
相
坂
川
付
近
）

　
七
戸
（
代
官
所
の
あ
っ
た
所
）

◇
北
門

　
八
戸
の
領
地
、

九
戸
（
伊
保
内
＝
長
久
寺
村
の

こ
と
）

　
糠
部
は
一
戸
か
ら
九
戸
ま
で
に

村
が
あ
っ
て
、
お
城
を
作
っ
た
頃

は
そ
の
北
に
九
つ
の
柵
を
設
け
た
。

そ
こ
に
柵
の
戸
を
建
て
屯
田
兵
を

置
い
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
前
が

使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
柵
戸
は
開
拓
者
の
拠
点
を
意
味

し
た
も
の
で
、
自
分
た
ち
の
区
域

と
か
、
守
る
範
囲
の
事
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
木
戸
は
必
ず
し
も

独
立
集
落
で
は
な
く
、
集
合
場
所

（
集
会
所
）
と
考
え
て
い
る
。

　
糠
部
を
九
つ
の
戸
に
分
け
、
一

つ
の
戸
に
七
か
村
の
集
落
を
作
り
、

各
木
戸
に
は
牧
場
を
設
け
た
。
牧

場
に
は
地
頭
か
、
地
頭
を
補
佐
す

る
役
人
を
置
い
た
。
そ
し
て
そ
の

配
下
に
牧
場
士
を
置
き
、
水
田
か

ら
の
米
を
支
給
し
た
と
あ
る
。

　
四
戸
の
浅
水
説
に
つ
い
て
は
、

戦
後
に
三
人
の
郷
土
史
家
も
調
査

し
た
。
し
か
し
、
天
正
十
八
年
（
一

五
九
〇
年
）
七
月
、
秀
吉
の
国
内

統
一
に
よ
り
物
的
証
拠
が
無
い
た

め
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
幻
と

な
っ
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

え
　
ぞあ

づ
ま
か
が
み

や
す
ひ
ら

ぬ
か
の
ぶ

ご
の
へ

ほ
に
ん

と
う
だ
い

じ

し
ょ
く
こ
と

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

た
い
ら
の
も
り
と
き

ご
と

か

づ
の

い

ぼ

な
い

浅水八幡宮



五戸
中市 石沢又重

手倉橋
浅水 扇田 豊間内

切谷内 上市川

数値でみる

五　戸

人口

切谷内
上市川
扇　田
浅　水
手倉橋
豊間内
石　沢
中　市
又　重
合　計

出生

１０５平成１９年 ２７０ △ １６５ ３２７ ５０４ △ １７７ △ ３４２ ６０ ３０

死亡
自然動態

増減① 転入 転出
社会動態

増減②
婚姻 離婚

差引増減
①＋②

都市計画
区　　域

水面・河川・
水路

１０，１５０
１，９９７
２，４８７

４５５
６９０
３８７
９７２
９６９

１，２１８
１，１５５

２０，４８０

男
４，８４７

９７２
１，２４４

２２６
３４１
１９５
４５９
４７２
６０１
５２４

９，８８１

女
５，３０３

５，３０３
４，８４７

１，０２５
９７２ １，２４３

１，２４４

４９７
４７２

６１７
６０１

６３１
５２４

５，３０３
４，８４７

１，０２５

１，０２５
９７２１，２４３ １，２４３

１，２４４

２２９

２２９
２２６

３４９
３４１

１９２
１９５ ５１３

４５９

２２９
２２６

３４９

３４９
３４１

１９２

１９２
１９５

５１３

５１３
４５９

４９７

４９７
４７２

６１７

６１７
６０１

６３１

６３１
５２４

１０，５９９

世帯数

３，７３２
５９１
７６２
１３９
２２４
１２３
２９５
２９０
４６４
３１４

６，９３４

●人口（地区別）

●人口動態

（単位：人、戸）

１５歳未満

人口

２，１５４
男

１，０９３
女

１，０６１

（単位：人）

（単位：人） （単位：件）

（単位：ha）

資料：役場住民課（平成１９年１２月３１日現在）

１５～６４歳
６５歳以上

合　計

１２，３２１
６，００５

２０，４８０

６，３５２
２，４３６
９，８８１

５，９６９
３，５６９

１０，５９９
資料：役場住民課（平成１９年１２月３１日現在）

資料：役場住民課

総面積

１７，７８２五戸町 ８，２２０ ３２５．７ ４，６３０ ９，２７８ ６８０ ２２８ ６９４ ６４５
用途区域

農用地 森林 原野 道路 宅地

１，６２７

その他

●土地利用状況

資料：役場企画振興課（平成１７年１０月１日現在）

●人口（年齢３区分）
１５歳未満
２，１５４人

１１%

１５～６４歳
１２，３２１人

６０%

６５歳以上
６，００５人

２９%

道路
６９４ha

４%

宅地
６４５ha

４%
その他

１，６２７ha
９%

原野
６８０ha

４%

水面・河川・水路
２２８ha

１%

森林
９，２７８ha

５２%

農用地
４，６３０ha

２６%

用語解説

【都市計画区域】
健康で文化的な都市生活、機能的な都市活動を確保
すべき区域。市町村の行政区域にとらわれることな
く、自然的・社会的条件、人口・土地利用・交通量
などの現況・推移を考慮して、一体の都市として
総合的に整備、開発、保全する必要がある区域を
県が指定します。

【用途区域】
住居環境の保護、都市機能の維持・増進のため、用
途に一定の制限を行う地域。住居地域・商業地域・
工業地域に大別されます。

五戸町の姿①

男性
女性
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１
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日
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２００８年

平成２０年
月月
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

●「女性の人権ホットライン」強化週間（～２３日）  8：30～19：00 電話相談　℡ 0570－070－810

● ２歳６か月児健康相談（１８年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 町民大学ストレッチ体操講座（倉石・川内・浅田合同）  9：00～11：00 倉石コミュニティセンター

● 上級救命講習会  9：00～17：00 ひばり野スポーツ交流センター

●（財）日本サッカー協会公認キッズリーダー（Ｕ－８・Ｕ－６）養成講習会  9：00～15：00 ひばり野スポーツ交流センター

● １歳６か月児健康診査（１９年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 法務局なんでも相談所 10：00～16：00 青森地方法務局八戸支局

● 年末調整説明会 14：00～ 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 女性のための相談所 10：00～17：00 町立公民館

● 土曜セミナー「郷土歴史講座」⑥ 10：00～11：30 町図書館視聴覚室

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

10：00～15：30 面接相談　八戸市民公民館
電話相談　017－722－3178● 表示登記無料相談会

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院
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記念日等日 行　　事　　等

児童虐待防止推進月間

今月の納期

勤労感謝の日

振替休日

● 五戸町産業と文化まつり（～３日） ドーム、町立公民館

● 献血 ドーム裏駐車場向 9：30～15：30

● 町民歩こう会 抱き返り渓谷（秋田県）

● お話会 町図書館児童コーナー

● 五戸地方農産物品評会（～３日） ドーム

14：00～15：00
● 地域子育て学習会（家庭でできるすくすく体操） 町立公民館10：00～11：30

● 雑誌リサイクル市 10：00～16：00 町図書館

● １０か月児健康相談（１９年１２月・２０年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

いきいきシルバー交通安全
強調月間　１１/１～１１/３０

1111

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
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間

高齢者交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課
● 病院まつり（～７日） 総合病院 9：30～

● 三種混合　　　　　　予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● 町民大学ストレッチ体操講座（中央） 町立公民館 9：00～11：00

● みんなの保健室（健康相談） 役場保健衛生課13：00～15：00

● ３か月児健康診査（２０年７月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付
● 町民大学ストレッチ体操講座（豊間内） 豊間内コミュニティセンター 9：00～11：00

● 糖尿病に関する講演会 総合病院　１階講義室17：15～18：30

12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

1９：３０～１５：３０
  五戸ドーム裏駐車場向

１１月１日（土）

納期限１２月１日（月）

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第４期

第５期

第３期

◎１１９番通報の注意点
●「火事」か「救急」の区別をはっきりと
● 落ち着いて住所（場所）、付近の目標を
●「火事」または「救急」の内容を簡潔に
● あなたの名前と通話している電話番号を

１１月９日は「１１９番の日」
１ 高齢者の交通安全に関する
　 県民の意識啓発

２ 高齢者に対する交通安全
　 教育の推進

３ 高齢歩行者の交通事故防止

運
動
の
重
点

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
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● ３か月児健康診査（20年８月生）

● ６か月児健康相談（２０年４・５月生）

日 記念日等

高齢者交通安全の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

歳末たすけあい運動�                  

地球温暖化防止月間
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● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風
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間

２００８年

平成２０年
月

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 子育てメイト「クリスマス会」 10：00～12：00 町立公民館小ホール

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● スペシャルライヴ 17：15～18：15 町図書館エントランスホール

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館
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